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要旨 
本研究は、法政大学国際文化学部の専門科目「海外
フィールドスクール・プログラム 芸術コース」に関す
る検証及び、美術教育の観点からその意義を考察するも
のである。同科目は 2017 年 9 月にタイ北部のチェンマ
イ及びパヤオで実施され、受講した学生と担当教員であ
る筆者は、チェンマイではアーティストインレジデンス
に滞在、保育園でのワークショップや文化施設の調査を
行なった。またパヤオではパヤオ大学の学生とのコラボ
レーションによるアートプロジェクトを実施した。 
最初に、同科目が実施された経緯について述べる。
法政大学は、2014 年に文部科学省のスーパーグローバ
ル大学創成支援事業に採択され、同大学国際文化学部で
はそれらの目的の実現に向けた新しい科目「海外フィー
ルドスクール・プログラム」3 コースを実施することに
なった。芸術コースは同プログラムの1コースである。 
次にこの科目の実施成果について、筆者の過去に行
なってきた地域コミュニティにおけるアートプロジェク
トと同科目の関連について言及するとともに、フィール
ドワークや共同制作を通じた双方向の文化理解やコミュ
ニケーションを体験的に学ぶ方法について考察する。 
また、2018年1月に実施協力機関の関係者を日本に招
き、プログラムの報告をすると共に大学における現代美
術の教育に関するパネルディスカッションを行なったが、
これら一連の成果及び論考を通じて、同科目の美術教育
としての検証と考察を行なう。 
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Summary 
     In this research, the author examines the significance 
from the viewpoint of artistic education and verification on 
the special field subject “Field School Program - Art Course” 
at the Faculty of Intercultural Communication at Hosei 
University. This course was held in Chiang Mai and Payao 
in northern Thailand in September 2017. The students and 
the teacher stayed at the artist in residence in Chiang Mai, 
conducted a workshop at a nursery school and cultural 
facilities research, and conducted art projects in 
collaboration with students of the University of Payao. 
     First of all, the history of the course is described. In 2014, 
Hosei University was adopted as a Super global University 
Creation Support Project of the Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology, and the College 
of International Culture of the university decided to 
implement three courses to realise these objectives. 
     Second, regarding the results of the implementation of 
this subject, the relationship between the author's past art 
projects and the subject is explained, and the two-way 
cultural understanding and communication through 
fieldwork and co-production considering the method to 
learn are facilitated. 
     In addition, the collaborators were invited to Japan in 
January 2018. We delivered a report on the program and 
conducted a panel discussion on contemporary art 
education at the university. Through this series of 
achievements and discussions, the verification and 
consideration of the subject are elucidated as art education.
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1. はじめに 
海外フィールドスクール・プログラム（Field School 
Program）1) は、2017年度に開講された法政大学国際文
化学部の専門科目であり、同科目は 3コース（芸術コー
ス、環境コース、開発コース）注 1 に分かれて東南アジ
アの海外で実施される。各コースでは科目を担当する教
員と学生によるフィールドワークを中心とした学習が展
開される。同学部では留学プログラムとして学部生全員
に対して語学研修を中心としたスタディ･アブロード･プ
ログラム（Study Abroad Programme）注2、2) が創設時よ
り準備されているが、海外フィールドスクールは、これ
までに留学プログラムなどで培った同学部における基礎
的な学びを十全に活用し、海外でのより専門性の高い知
識、研究手法、表現方法を修得すべく、より深みのある
調査研究や非英語圏での英語による学習など、さらなる
学習の多様性を期待されて開始された専門科目である。 
筆者の担当する芸術コースは、地域コミュニティで
のワークショップやアートプロジェクトをカリキュラム
の基軸として計画され、2017 年 9 月にタイ北部の都市
チェンマイとパヤオで実施された。地域コミュニティで
行われるアートプロジェクトは、文化や世代の背景の違
う人々の関わりが想定され、運営する大学生に対する多
様な教育の可能性が展開されることが期待される。こう
したアウトリーチの芸術活動は、大学キャンパスのよう
な単一のコミュニティにおいては得られにくい多面的な
環境の中で、コミュニケーションに関する課題に対して
より実践的で多様性のある探求ができると考えられる。 
本研究では、同科目の実践についてその内容を詳し
く記録するとともに、大学における美術教育の取り組み
にとして考察をする。 
 
2. 海外フィールドスクールについて 
 まず、海外フィールドスクールが国際文化学部の専門
科目として設置された経緯を述べておきたい。法政大学
は 2014 年に文部科学省のスーパーグローバル大学創生
支援事業・支援タイプ B（グローバル化牽引型）に同大
学の構想「課題解決先進国日本からサスティナブル社会
を構想するグローバル大学の創成」が採択された 3)。採
択に伴い同大学及び各学部では、その構想の実現に向け
た新しいカリキュラムに関する具体的な議論が開始され
た。2014 年 7 月に設けられた同大学のグローバルポリ
シ  ー4) には、 
 
1. 世界のどこでも生き抜く力をもったグローバル人
材の育成 
2. 留学生の受入れと派遣の拡大によるキャンパスの
グローバル化の実現 
3. 教育・研究体制の高度化・グローバル化の推進 
4. 卒業生，高校など社会との様々なグローバルネッ
トワークの構築 
 
といった大学教育のグローバル化に向けての具体的な目
標が掲げられている。 
 同大学国際文化学部はディプロマ・ポリシーやアドミ
ッション・ポリシーに、コミュニケーションやグローバ
ル、あるいは異文化理解といったキーワードを掲げてお
り、また、1999 年の学部創設より学部生全員に留学プ
ログラムを設け現在まで継続していることなどから、同
事業の構想実現に向けて学内での役割に期待が寄せられ
ていた。国際文化学部内でも同事業の新設科目について
の議論は採択直後から始められたが、その中で留学プロ
グラムなどに参加した学生が、さらに学習を深めるため
の研究を中心とした内容の科目、海外で教員と学生がフ
ィールドワークを行なう実践的な教育プログラムが構想
され、同プログラムに関する準備委員会を設立し、具体
的な内容の検討が始まった。 
 同学部にはゼミ等で学生の海外研修を行なっている教
員もおり、それらの実践を参考として議論が進められ、
2016 年度に開催された各回の学部教授会を通じてその
内容が繰り返し確認された。また、このプログラムの実
施経緯を鑑みた場合に、前述のグローバルポリシーにあ
る「グローバル化プロジェクト 25 の目標」5) のうち特
に以下の二つの課題 注 3 
 
4「課題解決型フィールドワーク」の設置 
21 学生協働のグローバル展開 
 
の掲げる目標やその内容を具体化することがこの新しい
プログラムでは特に重要であると考えられていた。 
 
2.1 科目の目標 
 次に、海外フィールドスクール 3コース全体の目標と
しては、地球規模問題（グローバル・イシュー）の分析
力、課題発見／課題解決能力、異文化の中で表現する技
能を養うことに主眼を置くことや、日本と異なる環境の
中での思考力や精神力を養い、多文化間での調査・実習
や創作活動への取り組みを通して、サステイナブルな社
会を構築できる自律的・利他的な人材育成を目指すこと
などが掲げられている。それら全体の目標に加えて、各
コースそれぞれの具体的な授業内容と合わせた形で目標
が設定されている。 
 海外フィールドスクール各コースの内容及び目標につ
いては以下の表に示す 6)、 注 4。（表 1参照） 
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表1 海外フィールドスクール各コースの具体的内容と目標 
芸術コース 
 タイ北部の都市チェンマイとパヤオで美術学生や地域コミ
ュニティとのコラボレーションプロジェクトを実施する。背
景の違う人々との共同制作を通じて、多角的な見方、考え方
による双方向の文化理解やコミュニケーションについて体験
的に学ぶ。チェンマイでは、アーティストインレジデンス
Compeung に滞在、最初のトライアルとして地域の保育園で
小さい子供たちとのワークショップを試みる。また、チェン
マイ市街の美術館、博物館の見学、チェンマイのアーティス
トコミュニティとの交流を図る。パヤオでは、パヤオ大学に
おいて、美術学部学生とコラボレーションによるアートプロ
ジェクトを実施する。滞在中の成果は帰国後に展覧会として
発表する。 
環境コース 
 熱帯雨林は地球温暖化に大きく関連し、また陸上生態系で
は生物多様性に大きく貢献している。例えば、ある熱帯雨林
の 1 平方キロメートルに生息する植物種が全北アメリカに生
息する植物種と同じであるといわれている。また、地球上の
生物多様性減少は主に亜熱帯から熱帯にかけて分布している
サンゴ礁で激しく起きており、サンゴ礁はすでに全体の27%
が完全に消滅し、今後 30 年間でさらに 30%が失われると考
えられる。この背景には、経済活動による熱帯雨林での森林
伐採や、農業その他の土壌流出によるサンゴ礁の破壊があ
る。日本における経済活動そのものが、遠い熱帯雨林に影響
を与えている側面がある。しかしながら、このような問題は
現場で起きている実際を見なければなかなか理解できるもの
ではない。こうした問題について現場で学び 記録し、最終
日にはプレゼンテーションと討議を行なう。  
開発コース 
 タイ西部、ミャンマーとの国境のターク県メーソットで、
現地の大学生や NGO とともに 以下の 3つのテーマに関する
調査と参与観察を行ない、その結果を論文等にまとめて発表
する。3 つのテーマは、「少数民族と観光(生態博物館)」
「難民支援」「移民と教育」である。英語を主要なコミュニ
ケーション言語とし、地域の言語であるタイ語、ミャンマー
語、カレン語の英語による通訳を介して調査や交流を行な
う。3 つのテーマについて先行研究を事前に十分読んだ上で
問いを立て、小グループに分かれて調査を行ない、それらを
通じて異文化での言語運用能力や調査能力を養う。具体的に
は、カレン族の村でのホームスティ、難民キャンプや難民支
援団体、移民 労働者の子どもたちが通う非正規の学校、そ
れらに関連する公的機関を訪問して聞き取り 調査を行な
う。調査結果は論文等にまとめて帰国後発表する。 
 
 海外フィールドスクール各コースの掲げる目標と、同
学部が既に実施している海外留学プログラムであるスタ
ディー・アブロード・プログラムのそれを比較すると、
スタディー・アブロード・プログラムでは語学力取得を
目標として、海外提携大学のカリキュラムを中心に受講
することになるが、海外フィールドスクールでは学部教
員が学生とともに海外に赴き直接授業を実施することに
なる。またスタディ・アブロード・プログラムは、その
活動範囲や人との関わりが授業を受講する大学内にとど
まるが、海外フィールドスクール各コースでは、地域の
人々や研究者、文化活動をしているアーティストなど、
様々な人々と横断的に関わることになる。また、3 ヶ月
から 4ヶ月前後の期間で実施される言語学習を中心とし
たスタディ・アブロード・プログラムと比較すると、海
外フィールドスクールは 10 日前後で実施され、地域で
の調査研究や作品制作を通じた学習に焦点が絞られてい
る。 
  
2.2 芸術コースについて 
 筆者の担当する芸術コースに関して、特に美術教育の
観点からその実施に関する具体的な内容ついて述べてお
きたい。 
 筆者はアーティストとして社会と個人の関係に焦点を
当て、文化的背景の違う人々とのコラボレーションによ
るアートプロジェクトを 1990 年代より様々な国や地域
で実施している。これらの活動については、2003 年に
ロンドンのテートモダンで開催された国際シンポジウム
「Fieldworks: Dialogues between art and anthropology」
が詳しい 注 5。同シンポジウムでは、フィールドワーク
をキーワードに、各国のアーティストや人類学者の研究
課題において共通した問題やお互いの連携の可能性につ
いて報告・検証され、筆者のアートプロジェクトもアー
ティストの行なうフィールドワークの実施例として紹介
された 注 6。 
 筆者は 2000年に大学教育と関わり始め、2003年には
稚内北星学園大学、2007 年からは現職である法政大学
国際文化学部で美術に関する科目、特に現代美術の実践
と理論についての講義、実習を担当している。各科目は
現代美術に関する理論や歴史に関する講義（現代美術論、
社会と美術、メディアと社会）に加え、作品制作やフィ
ールドワークを通じた調査などの実習（表象文化演習、
メディア表現ワークショップ）やコミュニケーションメ
ソッドに関する科目（情報コミュニケーション、情報デ
ザイン）で構成されており、コミュニケーションを課題
とする筆者のアーティストとしての実践と深く関連して
いる。（表 2参照） 
 
表2 筆者が法政大学国際文化学部で担当する主な美術関連科目 
科目名 内容 
表象文化演習 
「コミュニケーションとアート」 
演習 
メディア表現ワークショップ 実習 
現代美術論 講義 
社会と美術 講義 
メディアと社会 講義 
海外フィールドスクール・芸術コース 実習＋講義 
情報コミュニケーション 実習＋講義 
情報デザイン 実習＋講義 
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 国際文化学部はいわゆる美術の専門家養成の学部では
ないため、筆者の担当する科目も含めて科目構成全体は
同学部の教育の本質である異文化理解や表象文化研究に
沿ったものとなっている。美術を専門とする教員は現在
筆者のみであり、本来美術を専門としない国際文化学部
の学生たちがどのように美術を理解し、学ぶかというこ
とについて力点を置いてカリキュラムを組み立てている。 
 筆者の担当する同学部の美術に関する科目は、地域コ
ミュニティとのアートプロジェクトを軸に学生が実践的
な美術研究に取り組むことが特色になっており、一般の
大学においてこうした取り組みはこれまでにあまりなか
ったと捉えている。特に表象文化演習科目「コミュニケ
ーションとアート」では、学生がグループで地域プロジ
ェクトを行なう一方、映像やデザイン工芸、コンテンポ
ラリーダンスや音楽などのパフォーミングアーツなど芸
術分野全般に、様々な個人制作活動に取り組んでいる。 
 同演習の海外研修として 2008 年よりチェンマイ近郊
のドイ・サケット（Doi-saket）にあるアーティストイ
ンレジデンス Compeung 7) でゼミ合宿が行なわれている。
この合宿では、Compeung近辺の地域コミュニティとの
共同制作を通じて双方向の文化理解やコミュニケーショ
ンについて体験的に学ぶ。保育園でのワークショップや
僧侶とのコラボレーションによる作品制作、青果市場で
のコミュニティプロジェクトなどを例年行なっており、
地域間でのよい関係が形成されつつある。チェンマイ市
街地も近く、市内の現代美術館や寺院などの文化施設を
見学することもゼミ合宿の恒例となっている。 
 
 
図1 ゼミ合宿での保育園でのワークショップ（2011年） 
 
 海外フィールドスクール・芸術コースは、こうした演
習における海外研修の経験を基にしてプログラムが組み
立てられた。また、先に述べた法政大学のグローバル指
針「課題解決型フィールドワークの設置」及び「学生協
働のグローバル展開」を考慮し、地域コミュニティでの
体験に加えて、地元大学生との協働によるプロジェクト
についてもカリキュラムの柱として考慮されている。 
 
図 2 僧侶とのコラボレーションによる作品制作（2013年） 
 
2.3 実施までの事前準備 
 2016 年 3 月に筆者はチェンマイを訪れ、滞在を予定
している Comepung に赴いて海外フィールドスクール
の日程及び実施するワークショップについての打ち合わ
せを行なった。また同時に、海外フィールドスクールを
共同で実施できる周辺の大学を探したが、チェンマイの
北部に位置するパヤオ市のパヤオ大学建築芸術学部
（School of Architecture and Fine Arts, University of 
Phayao）8) は現代美術を軸としてソーシャルプラクテ
ィスなどコミュニティや社会と関わりを持つ実践にも取
り組んでおり、教育内容が海外フィールドスクールの目
指す方向性と調和するように思われた。滞在期間中にチ
ェンマイ市内で開催されていた同学部の卒業制作展を鑑
賞する機会があり、様々なメディアで展開されている作
品、ファッションデザインに関わるものなど、多様性が
ぁり、ユニークな作品が展示されていた。（図 3 参照） 
 
 
図3 パヤオ大学建築芸術学部卒業制作展（2016年） 
14 Tsukuba Studies in Art and Design, no.23, 2018
 5 
 
 展覧会場には同学部の教員が滞在しており、大学間で
のアートプロジェクトの実施について打診してみたとこ
ろ大変関心があるとのことで、実現に向けて議論を進め
ることになった。翌年 2017 年 1 月にパヤオ大学を訪問
し、同大学建築芸術学部の講師 Tawee Sareevas 氏と
Nitis Wanichaboon 氏と打ち合わせを行なった。両講師
よると同学部でも海外の他大学との交流を強く望んでお
り、提携先を探しているということで日本からの学生と
協働活動を行なうことは同大学にとっても大変有意義な
ことであると説明があった。 
 滞在中のプログラムの詳細な日程については以下の通
りである。受け入れ先である Compeung とパヤオ大学
建築芸術学部に事前に確認し、双方の都合を合わせて日
程を決定した。（表３参照） 
 
表3 芸術コースの日程及び派遣先 
項目 内容 
渡航先 タイ王国 チェンマイ及びパヤオ 
現地受入機関 Compeung（チェンマイ） 
パヤオ大学建築芸術学部（パヤオ） 
派遣期間 2017年 9月 2日（土）～9月 10日（日）
 
 2017年 4月 15 日（土）に海外フィールドスクール全
体の説明会を実施、その後芸術コース単独の説明会を
2017年4月17日（月）と同月19日（水）に行なった。
募集人数は各コース 5～10名程度、学生の負担する 1人
分の費用は 10万円程度である 注 7。主な参加資格につい
ては、すでにスタディーアブロードもしくはスタディー
ジャパンプログラムに参加し、単位を修得済みであるこ
とや事前学習に出席していることとなっている。応募申
込は 2017 年 4 月 17 日から 4 月 28 日の間に行われ、芸
術コースには 9人の応募があった。また、提出された書
類による 1 次選考の結果発表を同年年 5 月 8 日（月）
に、面接による2次選考を同年5月13日（土）に実施、
同年 5 月 17 日（木）に最終的な合格者が発表され、合
格者の 9人全員が芸術コースを履修することになった。 
   
3. 芸術コースの実施 
 芸術コースの日程については、学生の募集や各協力機
関の都合もあり、実施半年前の 2017 年 3 月に決定され
た。移動の問題やプログラムの難易度などを考慮して日
程の前半をチェンマイ、後半をパヤオとした。パヤオ大
学とのコラボレーションに関しては、参加する学生の能
力や興味、また当日の天候など不確定要素があり事前に
想定できないことも多く、ワークショップの日程などを
先に決めておき、当日までに双方でディスカッションを
重ねてその内容を決定することとした。（表 4参照） 
 
表4 2017年度海外フィールドスクール 芸術コースの日程 
日程（2017年） 内容 場所 
8月 30日（水） 準備のため教員が到着 チェンマイ 
9月 2日（土） 午後：学生が空港到着 
夕食後、全体ミーティング 
チェンマイ 
9月 3日（日） 午前：ワークショップ準備 
午後：文化施設見学 
チェンマイ 
9月 4日（月） 午前：ワークショップ
（Wat Patumtaram 保育
園） 
午後：バスでの移動 
夜：ミーティング 
チェンマイ→
パヤオ 
9月 5日（火） パヤオ大学とのコラボレー
ション 初日 
パヤオ大学 
9月 6日（水） パヤオ大学とのコラボレー
ション 2日目 
パヤオ大学 
9月 7日（木） パヤオ大学とのコラボレー
ション 3日目 
パヤオ大学 
9月 8日（金） パヤオ大学とのコラボレー
ション 最終日 
パヤオ大学 
9月 9日（土） パヤオを出発 
チェンマイに移動 
パヤオ→ 
チェンマイ 
9月 10日（日） 帰国 チェンマイ→
日本 
 
3.1 事前学習 
 事前学習は 2017 年 6 月に大学の昼休みなどを利用し
て複数回に分けて実施した。受講する学生とプロジェク
トの内容を再度確認し、日程や注意事項などの資料の配
布及びタイ滞在中の連絡網を作成した。参加学生は、タ
イはもとより東南アジアへの旅行未経験者のみだったた
め、現地の基本情報や滞在中の注意事項などについて詳
しい説明を行ない、加えて旅行会社によるタイにおける
安全情報についてのレクチャーも受講した。 
 また、森美術館と国立新美術館で開催されている東南
アジアの現代美術をテーマとした展覧会「サンシャワー」
を鑑賞しておくように学生に伝えた注 8。同展覧会には
多くのタイのアーティストも招聘されており、東南アジ
アの現代美術についてほとんど鑑賞体験のなかった学生
にとっては、その歩みや各国の地域性、個々の作品の持
つ社会的背景をなど知る機会となった。 
 タイ滞在中の各参加学生のフィールドワークの記録と
して、SNS を用いてテキストによるレポートとその日
の活動を示す一枚の写真もしくは映像をテキストに添付
し、翌朝までに教員に送付することを、毎日のレポート
課題とすることを説明した。 
 
3.2 チェンマイでの活動 
 筆者は授業の準備のために 2017年 8月 30日に、学生
より一足先にチェンマイに到着した。学生の到着までに
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ワークショップを行なう Wat Patumtaram 保育園への
挨拶、市内文化施設の下見などを済ませた。学生は 9月
2 日にチェンマイ空港に到着した。 
 翌日の 9月 3日午前中に保育園に挨拶に行き、その後
チェンマイ市内の文化施設の見学に出かけた。見学する
場所が多く、その移動距離も長いため、小型バスを 1日
借りきることにした。ランナー民族博物館ではチェンマ
イの歴史や文化を、ボーサーン傘工場ではこの地方の有
名な民芸品である手作りの傘の製造過程を、MAIIAM
現代美術館ではタイの最先端のコンテンポラリーアート
を、また典型的なタイの寺院で意匠に特徴のあるワット
スワンドーク寺を見学した。さらに、移動中のバスの中
で翌日の保育園でのワークショップについてのディスカ
ッションを行なった。   
 これら文化施設の案内をチェンマイ在住のダンス・コ
レオグラファーのRie Teranishi Makino氏にお願いした
が、Makino 氏はチェンマイのアーティストとコラボレ
ーションによる公演を数多く行なっており、同地域のア
ートシーンや準備中の MAIIAM 現代美術館での公演に
ついてレクチャーしていただいた 注 9。（図 4参照） 
 
 
図4 チェンマイ市内のギャラリーの見学 
 
 9月4日の午前にWat Patumtaram 保育園でワークシ
ョップを実施した。同ワークショップは学生が中心とな
って運営することになっており、過去のゼミ合宿の実践
を参考例として事前に学生に紹介している。学生にとっ
て 3 歳前後の未就学児との活動や、言葉が通じない中で
のワークショップの経験がないため、ワークショップの
構想を得ることはかなり困難であると思われた。 
 筆者からは、考える手がかりとして「皆さんにとって
は身近な日本の文化に関連したワークショップを考えて
みてはどうか」というアドバイスを与え、学生に最終的
な実施内容の判断を任せた。最終的に考えた内容は、
「ラジオ体操を行なう」というものであった。日本では
馴染みのあるラジオ体操も、国外に行くと異文化体験と
なるということ、また参加する子どもたちは未就学児と
いうことで複雑で難解なワークショップは馴染まず、
「ラジオ体操」ということになったらしい。実施してみ
たところ、子どもたちや先生にとっては普段行なってい
るお遊戯のダンスなどとも違った身体の動かし方が新鮮
で、楽しい内容のワークショップとなった。日本では誰
もが知っているラジオ体操も、チェンマイでは全く知ら
れておらず日本特有ものであり、子どもたちにこの体操
を伝えることを通じて、異文化コミュニケーションとい
う点からもユニークな体験となった。（図 5 参照） 
 
 
図5  Wat Patumtaram 保育園「ラジオ体操」ワークショップ 
 
3.3 パヤオでの活動 
 チェンマイの保育園でのワークショップを終えた後、
その日の午後のチェンマイ発の長距離バスで移動、その
日の夜パヤオに到着した。翌日の 9月 5日にパヤオ大学
建築芸術学部を訪れ同学部学部長に挨拶し、同大学側の
窓口となっていた担当教員と面会したが、この担当教員
が学部内に十分に周知しておらず、訪問当日にそのこと
を知った他の教員が翌日からの授業カリキュラムを急遽
変更してプログラムに対応することになった。学部教員
と筆者で、翌日からのワークショップの内容に関する打
ち合わせを行ない、具体的な実施については基本的にパ
ヤオ大学に依頼することになった。   
 9 月 5 日の午後は、パヤオ市内の主だった施設を見学
することになった。まず、観光案内事務所を訪れて担当
者からパヤオ市観光に関する一般的な説明を受け、市内
見学に出発した。パヤオ市は、クワーンパヤオ湖の周辺
に市街地が広がっているが、その湖の中心の小さな島の
上に Wat Tilok Aram寺がある。その寺院を見学するた
めに小さなボートで島に向かった。その後、湖の周辺の
市街地にある Wat Si Khom Kham 寺など寺院を中心に
市内の文化施設を見学した。（図 6 参照） 
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図6 Wat Si Khom Kham寺の見学 
 
 翌日の 9 月 6 日は午前中に同学部講師の Alex Wang
氏による、ソーシャルプラクティスに関する講義を受講
し、社会の制度に直接働きかけるソーシャルプラクティ
スの作例と出身地であるサンフランシスコでのWang氏
自身のアーティストとしての活動についての講義があっ
た。午後からは学生の作品プレゼンテーション・講評会
などを見学した。午後からは大学内での授業の様子など
を見学した。（図 7 参照） 
 
 
図7 Alex Wang氏によるソーシャルプラクティスの講義 
 
 9 月 7 日の午後は、両大学のコラボレーションによる
ワークショップの 1日目である。両大学の学生が午前中
に大学に集合、タイ−日本の混合の 2 チームに分かれて
ワークショップを開始した。このワークショップでは、
教員から出されたミッションを達成するためにパヤオ市
内にチームで出かける。各ミッションは市内の特定の場
所で実施しなければならないものなので、チームはその
場所まで赴き各ミッションを終了させ写真で記録する。
全てを終えたのちに大学に戻り、それらの成果を各チー
ムがプロジェクターを用いて発表するというものである。
地元特有の何かを探し見つける、人々から地域の特徴に
ついての聞き取りをする、チーム全員で特徴的な場所を
訪れて写真撮影をするなどフィールドワークの各スキル
が織り込まれたプロジェクトで、達成していくことでコ
ミュニケーションや文化研究の課題をこなしていくよう
な、ソーシャルプラクティスの課題になっている。各チ
ームは異なった場所のフィールドワークを行ない、また
設定してあるチームによってミッションも違う。あるチ
ームのものは以下のようなものである。（図 8参照） 
 
チーム1：Pho Khun Ngam Muangの記念碑で降りる。 
 
1. すべてのチームメンバーの名前と年齢を覚える。後で
チーム全員で共有すること。 
2. 誰かに撮影を頼み、Pho Khun Ngam Muang記念碑の前
で全員手を繋いで写真を撮る。 
3. Pia Somのスナックを食べ、写真を撮る。 
4. Kwan Phayao 貯水池の深さは何メートルくらいあるの
かを調べる。地元の人にこの情報を尋ね、この人と一
緒に団体写真を撮るように依頼する。 
5. 地元で作られた工芸品の写真を撮って、それがどのよ
うに作られたかを学びグループで説明する。 
6. 昼食：もち米と豚肉を食べ、写真を撮る。 
7. これはピザに関する一般的な表現。"This pizza is 
banging!"の意味は「このピザは超美味しい！」 
8. あなたのチームの誰かが美しいと思うものを、別の誰
かが醜いと思うものを見つけて写真を撮る。 
9. タイの紅茶やコーヒーを飲み、写真を撮る。 
10. 同時に飛んでチーム全体の写真を撮るが、撮影時には
ジャンプして空中にいなければならない。足は地面に
触れてはだめ。写真を誰かに撮ってもらう。 
11. Phayao 大学へ戻る交通機関を見つける。乗車中にチー
ムの写真を撮る。 
図8 パヤオ大講師から出された「ミッション」の例 
 
各チームが別の場所で違ったミッションを実行した
が、ミッション終了後に大学で行なったそれぞれのプレ
ゼンテーションは、それぞれがパヤオ市内各所や特産品
などの地域文化の特徴を示す記録となっている。各チー
ムのプレゼンテーションを繋ぎ合わせると地域の情報を
網羅することにもなり、プレゼンテーションが参加者全
員によるコラボレーションとも考えられる。（図 9参照） 
 
 
図9 1日目の映像作品のプレゼンテーション 
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 9 月 8 日に実施した 2 回目のワークショップは、前日
同様に両大学の混成のチームでの実施するフィールドワ
ークで、4 チームに分かれてまず日本の学生からタイの
学生にパヤオの中で興味のある場所や知りたい事柄につ
いてのリクエストを提出し、それに対してタイの学生が
小旅行をアレンジ、10 分程度の記録映像を撮影編集す
るというものである。それぞれの興味で全く違ったリサ
ーチとなり、また地域のガイド役となるタイの学生と、
文化の違いや地域の関心などについて伝える日本の学生
の役割がはっきりとしており、各チームが訪問先の情報
や各チームの活動を反映した作品が出来上がった。 
 例えば、あるチームは日本人学生のリクエストから、
タイの学生の音楽の演奏をする友人訪ね歩き、その演奏
風景を順番に映像として記録するというものであった。  
 前日と比較すると課題の性格上、活動内容が学生に委
ねられており、より主体的なフィールドワークや作品作
りの成果につながったと思われる。 
 
3.4帰国報告展 
 海外フィールドスクール・芸術コース受講学生は、帰
国後に彼らの体験や記録を基にポスターを作成、11 月
25 日（土）に法政大学市ヶ谷キャンパスで開催された
国際文化情報学会において発表した。（表 5参照） 
 
表 5 国際文化情報学会における帰国報告展の内容 
項目 内容 
表題 海外フィールドスクール芸術コースポスター発表 
日時 2017 年 11 月 25 日（土）13:30- 15:30 
 
4. 実施報告シンポジウム 
 2018 年 1 月には、海外フィールドスクール・芸術コ
ースの実施協力機関である Compeung およびパヤオ大
学講師を法政大学に招き、その活動報告をすると共に、
大学における現代美術の教育に関するパネルディスカッ
ションを行なった。東京近郊でいくつかの美術教育機関
を訪問し、SGU プログラム取り組みを紹介した。また、
将来の交流プログラムに向けて、都内のアーティストイ
ンレジデンスなどの視察も行なった。（表 6参照） 
 
表6 シンポジウムの企画内容 
項目 内容 
表題 2017 年度 海外フィールドスクール実施報告シン
ポジウム 
講演 
 
2018年 1月 9日（火）3限 
2018年 1月 10日（水）2限 
招聘者 
 
Pisithpong Siraphisut（Compeung） 
Tawee Sareevas（パヤオ大学） 
Nitis Wanichaboon（パヤオ大学） 
Alex Wang（パヤオ大学） 
目的 SGU 事業として 2017 年度授業「海外フィールド
スクール」をタイ北部のチェンマイおよびパヤオ
で開講した。各受け入れ機関の教員を招聘し、今
後の授業の改善の検討、及び協力強化を目的とし
た報告会とシンポジウムを開催する。滞在期間中
に他の大学等の教育機関において招聘教員と共に
SGU事業について啓蒙する。 
会場 東京都千代田区 
法政大学市ヶ谷キャンパス 教室 G201，S305 
 
 また、以下が日本滞在中の日程である。（表 7参照） 
 
表7 来日中の日程 
日時 内容 
1月 9日（火） 8:00 成田空港着 
12:00 法政大学市ヶ谷キャンパス着 
13:30 – 15:00 
公開レクチャー&シンポジウム Part 1
現代美術論特別公開講義 G201教室 
15:30 – 16:30 
山脇美術専門学校 訪問 
1月 10日（水） 10:30 – 法政大学市ヶ谷キャンパス着 
11:10 – 12:40  
公開レクチャー&シンポジウム Part 2
メディアと社会特別講義 S305教室 
13:30 – 15:30 
法政大学市ヶ谷キャンパスツアー  
15:00 – 16:40 
作品講評会・ワークショップ（メディ
アラウンジ） 
1月 11日（木） 
 
美術系学校の視察 
午前 山脇美術専門学校  
午後 テンプル大学日本校 
1月 12日（金） アーティストインレジデンスでのプレ
ゼンテーションおよび視察 
Ongoing ・遊工房 
1月 13日（土） 20:15 成田発 
 
4.1 Comepung報告 
 筆者および参加学生によるチェンマイでのフィールド
ワークとワークショップについての報告と、Compeung
プログラムディレクターの Pisithpong Siraphisut 氏に
よる Compeung のアーティストインレジデンスとして
の活動に関するレクチャーが行なわれた。都市郊外でア
ーティストインレジデンスを始めたきっかけや海外から
アーティストの招聘やその活動の経緯をチェンマイのア
ートシーンの状況を交えながら講演を行なった。 
 
4. 2 パヤオ大学建築芸術学部報告 
筆者および参加学生によるパヤオ大学でのフィールドワ
ークとワークショップについての報告が行われた。また
同学部の教員による美術教育に関するレクチャーとシン
ポジウムを同学部の 3人の講師が行なった。地域コミュ
ニティでの学生によるプロジェクトに関しての報告があ
った。（図 10参照） 
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図10 パヤオ大学建築芸術学部教員によるプレゼンテーション 
 
4. 3 美術系学校でのプレゼンテーションとアーティスト
インレジデンスの視察 
 2018年 1月 11 日は都内のデザイン専門学校、山脇美
術専門学校を訪問し、海外フィールドスクールに関する
プレゼンテーションを行ない、また同校の Web デザイ
ンの講評会を見学した。また、テンプル大学日本校アー
ト学科を訪問、プレゼンテーションと意見交換を行なっ
た。また、翌日の 2017年 1月 12日にはアーティストイ
ンレジデンス Ongoing と遊工房を訪問した 注 10。 
 
5. 美術教育として 
 ここでは、「海外フィールドスクール・芸術コース」
の実施内容に関して考察する。 
 
5.1 海外研修の現場で 
 チェンマイでは、アーティストインレジデンスは本来
海外からのアーティストが長期滞在し制作するプログラ
ムであり、そのための施設であるにもかかわらず、教育
目的かつ短期間の学生の滞在を許可された。アーティス
トインレジデンスは世界各国に多数存在するが、一般に
はあまり知られておらず、その活動内容を知る機会とな
った。また、同じ期間に台湾からのアーティストが滞在
しており、その制作現場や制作のプロセスを直接体験す
ることができた。 
パヤオ大学での地元学生とのコラボレーションは、
文化的背景が異なり、英語を母語としない学生同士がコ
ミュニケーションを重ねての映像作品の制作は今回の
様々な活動の中でも特にそのプロセスと成果を直接確認
できる場となった。常に行動を共にする 3日間の経験は、
参加した双方の学生には大変貴重であったと考えられる。 
加えて、パヤオ滞在を終えた 9 月 9 日には MAIIAM
現代美術館で地元や各国のアーティストのパフォーマン
スグループ Malangphu Group による「IN-BETWEEN」
を鑑賞することができた。アーティスト、ミュージシャ
ン、ダンサーの織りなすユニークなコラボレーションを
鑑賞した。注 9 
5.2学生からのフィードバック 
 参加学生が帰国する前日に寄せた海外フィールドワー
クに関する感想について、その一部を紹介する。 
 
「この海外フィールドスクール一期生として参加で
きてよかったと思う。それは出会いや自分の世界が
広がったこと、新たな経験が出来たことなどが理由
に挙げられる。大学四年間、自分から色々な場所に
行けたことは強みになった。」（4年男子学生） 
 
「(MAIAM 美術館でのパフォーマンスについて)１つ
１つの動きで初めて生み出され、偶然性が軌跡とな
るアートというものに一種の魅力を感じた。それか
らあえて触れるならば観客の大部分がおそらく観光
客であろう白人で、現地の人間があまりいなかった
ことまで含めて、アートのあり方や意味、価値につ
いて考えさせられた。」（4年女子学生） 
 
「8 日間を経てタイには充分に慣れ、色々な経験をす
ることができた。美術館やアートスペースを回り、
保育園でワークショップを行ない、パヤオ大学では
学生達と交流した。なかなか日本では体験すること
のできない中身の濃い旅である。この経験を持ち帰
り、そこから何かを生み出すことが大事で、そこか
らこの海外フィールドスクールという授業の意味が
また新たに付け加えられるだろう。」（3 年女子学生） 
 
5.3 教育の成果として 
 海外フィールドスクール・芸術コースを通じて、スタ
ジオでの作品制作では得られない、現場や人々との関わ
りの中で生まれる創作のアイディアやコラボレーション
による作品制作を体験することになった。これらは、美
術におけるソーシャルプラクティスと共通する経験と重
なると思われる。今後の研究活動で生かすことが期待さ
れる。また日本で実施したシンポジウムを通じてチェン
マイ、パヤオで実施したプログラムを再度確認する機会
を得ることで研修の成果を確認し、今後のプログラムの
展開を、時間を置いて日本で再び議論することができた。 
 パヤオ大学とのワークショップに関してはお互いに初
めての経験であり、それぞれの大学における教育の成果
についての検証を直ちに行なうことは困難であろう。プ
ログラムの内容の精査やスケジュール管理等について将
来にわたって継続して議論することが必要であろう。 
 
6.  終わりに 
 本研究では、2017 年度にタイで実施された法政大学
国際文化学部の専門科目「海外フィールドスクール・芸
術コース」の記録と検証、及び内容の考察を行なった。 
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 同科目は、海外での地域コミュニティや地元大学との
協働によるフィールドワークを伴うアートプロジェクト
を軸として考えられた。まずは同プログラムをスタート
することができたことについては評価したいが、先に述
べたように、美術を通じたこうした取り組みについての
成果を検証するためには、今後実践を重ねてより多くの
事例を生み出していくことが重要である。 
 また、タイと日本のような文化的背景の違う学生が共
同で実施するするプロジェクトについて、今後も実践的
な場を設けて、議論と実証を重ねていきたい。また、法
政大学のグローバル構想や同大学国際文化学部の異文化
教育や表象文化に関わる教育の中で、美術教育の実践が
学部全体のカリキュラムの中でどのように生かされてい
くのかについても繰り返し検証を試みる。さらに、他の
大学において実施されている同様の教育プログラムにつ
いて比較を試みる。特に美術系大学との教育内容と比較
しつつ、大学における地域コミュニティとのアートプロ
ジェクトの教育効果についての実践的な研究と、今後に
つながる実施の成果に関する考察を進めていきたい。 
 
注 
注 1 各コースの名称は 2017 年のもの。2018 年度より名称が表
象文化コース、環境と文化コース、開発と文化コースに変更さ
れる。 
注 2  留学生はスタディ･アブロード･プログラムには参加せず、
日本国内で研修するスタディ・ジャパン・プログラム(Study 
Japan Programme)が準備されている。 
注 3 法政大学グリーバルポリシー・リーフレットによると、そ
の具体的な内容は 4「外国人留学生が日本人学生とともに世界
各地のフィールドに出て，日本が直面する課題について学ぶプ
ログラムを設置します。」21「日本人学生による留学生サポー
トの充実に加え，国内外国人学校生徒や在外日本人学校生徒の
サポートなどを行ないます。」となっている。 
注 4 2017年は芸術コース、環境コースの2コースを実施、開発
コースについては 2018年度の実施となる。 
注 5 これらの成果については、Schneider, Arnd Wright, 
Christopher Between Art and Anthropology: Contemporary 
Ethnographic Practice Berg Publishers 2010が詳しい。 
注 6 同シンポジウムにおいて、筆者のフィールドワークについ
て「人類学者は民族誌や論文として結果を導き、他の文化との
類似点および相違点を明瞭に表現しようとするが、それとは対
照的に（筆者の）フィールド・ワークは地域における「個人」
が明瞭に表現され、地域と個人の関係が明らかにされる。調査
の結果は地域で示され、地域の住民とのコミュニケーションに
対し影響を与えようとする。最終的なプレゼンテーション方法
に関しても地域の人々と相談し、地域に最も適切な形を模索し
ていく。」と述べられた。 
注 7 この金額に含まれているのは航空券代・海外旅行保険料・
その他諸雑費など。宿泊費・食費・現地交通費等は含まれない。 
注 8 「サンシャワー：東南アジアの現代美術展」は、国立新美
術館、森美術館、国際交流基金アジアセンターにおいて
ASEAN 設立 50 周年にあたる 2017 年に開催された国内過去最
大規模の東南アジア現代美術展。会期：2017年7月 5日（水）
～10月 23日（月） 
注 9  「IN-BETWEEN, Live art performance consisting of sound, 
Installation, dance, film, lighting.」は、2017年 9月 9日 19:00 
に MAIIAM Contemporary Art Museum で開催された。Rie 
Teranishi Makino氏も主要な出演メンバーである。  
http://www.maiiam.com/in-between/ 
注 10 制作環境のない法政大学市ヶ谷キャンパスで海外フィー
ルドスクールと同等の授業を実施する場合には、宿泊と制作の
ための施設の確保は不可欠である。 
 
引用文献 
1) 法政大学国際文化学部「海外フィールドスクール」
（2018.5.13）
https://www.hosei.ac.jp//kokusai/ryugaku/fs.html 
2) 前掲、「長期 SAプログラム」（2018.5.13） 
https://www.hosei.ac.jp//kokusai/ryugaku/sa_long.html 
3) 法政大学グローバル教育センター「法政大学のグローバル戦
略への取り組み」（2018.5.13） 
http://www.global.hosei.ac.jp/about/conception/ 
4)『法政大学グローバルポリシー・リーフレット』3 頁 
5) 前述、4-7頁 
6) 法政大学国際文化学部「海外フィールドスクール実施要綱」 
7) Compeung ウェブサイト。合宿の様子が紹介されている。
（2018.5.13）http://compeung.org/main/tatsuo-inagaki-and-
students-from-hosei-university-tokyo/ 
8) パヤオ大学建築美術学部絵部サイト。学部概要が記載。
（2018.5.13） http://www.up.ac.th/en/safa.aspx 
 
図版典拠 
図 1 2010年 8月筆者撮影。 
図 2 2011年 8月筆者撮影。 
図 3 2016年 3月 8日筆者撮影。 
図 4 2017年 9月 3日筆者撮影。 
図 5 2017年 9月 4日筆者撮影。 
図 6 2017年 9月 5日筆者撮影。 
図 7 2017年 9月 6日筆者撮影。 
図 8 パヤオ大学建築美術学部が作成したものを筆者が邦訳 
図 9 2017年 9月 7日筆者撮影。 
図 10 2018年 1月 10日筆者撮影。 
表 1、表 2、表 3、表 4、表 5、表 6 2017 年度「海外フィール
ドスクール実施要綱」を基に筆者作成。 
表 2 2017 年度法政大学国際文化学部シラバスを基に筆者作成。 
。
20 Tsukuba Studies in Art and Design, no.23, 2018
